
【ユーザー単価、ユーザー代価の作業日数計算（日作業量）の入力方法】

作成中の設計書、「鏡」→「条件」の「細別計算方法」をご確認ください。

細別計算方法

・「1式表示」

・「代価扱い1、2」

それそれ手順が異なります。

現在選択されている方法の手順をご参照ください。



① 施工単価及び、施工パッケージ、ユーザー代価は直接、施工数量を入力してください。

② 見積単価は、ユーザー単価を作成後に作業日数を直接入力します。（「日作業量」欄へ入力します）

単位 数量 日作業量 作業日数

施工単価、施工パッケージ ｍ3 2,300 230 10

ユーザー単価（見積単価など） 式 1 3 3

基準に準じて元々
登録されています。

手入力

2,300÷230=10
自動計算です。

3×1=3
自動計算です。

ユーザー単価の作業日数は、日作業欄に入力します。

③ ユーザー代価は、アイコンをダブルして中身を開き、計算方法を「直接入力」に変更します。

④ 日作業量を入力します。

細別１式あたり作業日数は１８日（10日＋3日＋5日）

2,300 入力

■ 細別計算方法 が「1式表示」の場合



単位 数量 金額 日作業量 作業日数

施工単価、施工パッケージ ｍ3 23 230 0.1

ユーザー単価（見積単価など） 式 1 3,000 0.03 0.03

ユーザー代価 ㎡ 0.175 3.5 0.05

■ 細別計算方法 が「代価扱い1、2」の場合

① 例として延長が100ｍの場合、延長1ｍに対する明細を作成します。

② 施工単価及び、施工パッケージ、ユーザー代価の数量は、延長1ｍに対して入力します。

③ 見積単価は1ｍに対する金額と作業日数を入力します。 （作業日数は「日作業量」欄へ入力します）

④ 作業量タブは、「計算方法：下位単価の作業日数合計」「作業日数」に設定します。

⑤ 1ｍあたりの作業日数は 0.1日＋0.03日＋0.05日＝0.18日となります。

基準に準じて元々
登録されています。

手入力
3÷100=0.03

23÷230=0.1
自動計算です。

0.03×1=0.03
自動計算です。

ユーザー単価の作業日数は、日作業欄に入力します。

ユーザー代価の日作業量設定方法は「1式表示」と同じです。

⑥ 細別の数量に 100 と入力

100ｍ×（1ｍあたりの作業日数 0.18日） 100×0.18＝１８日

2,300÷100ｍ=23

17.5÷100ｍ=0.175

0.175÷3.5=0.05
自動計算です。



■細別が「代価扱い1、2」の場合の 作業日数計算書

細別の数量に対して作業日数を計算します。

■細別が「1式表示」の場合の 作業日数計算書

細別内の明細に対して作業日数を計算します。

※ 代価扱い1 [1式は単価表示なし] の場合の表示例です。

細別が「1式表示」の場合、ユーザー単価（見積り単価）も

出力の算式の形を 数量÷日作業量＝作業日数 に合わせたい

次ページからの説明をご覧ください。



■ ユーザー単価（見積り単価）に日作業量を持たせたい －1

例えばこんな工事の見積もりをESCONでユーザー単価で登録して、日作業量の計算をします。

◎ 通常は1式で金額を入力するのですが・・・

通常：1式表示 今回：数量を入力

◎ 今回は単位、数量、金額を入力します。

ユーザー単価を入れるための入れ物として、ユーザー代価を作成します。

詳しい作成方法は弊社HP マイページのQ＆A の No.es0038 のQ＆A動画の前半をご覧ください。

詳しい作成方法はマイページのQ＆A の No.191427 のQ＆Aをご覧ください。

① ユーザー単価の数量と、日作業量を入力。（例として、数量：127.4、日作業量：43）

② 上部グレーの部分の名称、規格を入力。

③ 上部グレーの部分の単位、数量（割り戻し数量）を入力。（例 単位：㎡、数量：127.4）

④ 右上計算方法を「下位単価の作業日数合計」と「日作業量」それぞれ選択。

名称 規格 数量 単位 単価 金額

コンクリートブロック積 （胴込め・裏込めコンクリート含） 127.4 ｍ2 20,700 2,637,180

日作業量は 43ｍ2/日 とする

[OK]を押すと、ユーザー単価が作成され、1で作成したユーザー代価の中を表示している状態です。

単価欄は入力不可。金額欄 に入力

1

2 1で作成したユーザー代価の中に、ユーザー単価を作成します。

3 日作業量を持たせるための設定をします。

数量、単位は後で入力しますので、

水色のフォルダを作成するところまでで結構です。



① [上へ] のアイコンをクリックして1つ階層を上がります。

② ユーザー代価の数量を入力。（例として 127.4）

③ 作業日数が正しく計算されていることを確認してください。

←今回作成 ユーザー代価、単価

←マスター登録の代価

←施工パッケージ

数量÷日作業量＝作業日数 の形に揃えられました。

4 ユーザー代価の数量を入力します。

5 出力の表示を確認

■ ユーザー単価（見積り単価）に日作業量を持たせたい －2
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